































































































Ｐｏｌｙｍ． Bull 。， 2１ ，
97(1989)，ＪＡｐｐｌ
Ｐｏｌｙｍ． Sci ｡， 3８，
1305（1989）に褐
載
めている。Ｐ－オクタデシルカリクス〔４〕
アレンの水面単分子膜形成に成功し，さ
らに類縁化合物の単分子膜とゲスト取込
みについて検討中である。結晶や溶液中
で包接作用を示す新規誘導体も開発した。
載，高分子加工，
3８，６０２（1989）に
従来の成果をまと
めた。
氏名：中村昭一（助手）
担当分野：格子欠陥
研究活動状況
２．今後の研究の展望
新材料の開発によって，従来からの機器に使用される材料にとって変わり，高性能化，軽量
化，低価格化が実現している。
当研究室では，高分子材料の物性，トライポロジー（摩擦，摩耗，潤滑)，高分子材料の合成，
さらには固体物性の研究を行なっている。
液晶ポリマー複合材料の摩擦．摩耗の研究では分子の流れとは垂直な面で,10-8ｍｍ3／Ｎｍの
優れた耐摩耗性を得ることが出来た。しかし，この液晶ポリマーは高温では耐摩耗性が悪い。
今後は高温での摩耗特性を明らかにする計画である。
ブレンドゴムの摩耗機構については，そのアブレシブ摩耗特性，疲労摩耗特』性，雰囲気の影
響等が明らかとなり，従来，経験的に行われていたブレンドに説明を与えることができた。
さらに，ゴムのパターン摩耗過程の研究ては，従来の報告と矛盾しない，より包含的な摩耗
機構を提案した。この方面の基礎研究を実際の摺動材料の研究に応用することが望まれる。
高分子材料のアブレシブ摩耗に関する研究は，摩耗に及ぼす温度，速度，機械的性質の関係
1Ｖ
研究題目 研究進行状況 備考
KCl単結晶の色中心に関する研
究
KCl単結晶にＸ線やγ線を照射するとＦ，
Ｆ+中心およびその他の色中心が生成する。
これらの色中心に光や熱の刺激を与える
ことにより発光や電子放出が観測される。
この発光のスペクトル，寿命およびエキ
ソ電子の測定，特に熱発光とエキソ電子
の同時測定により色中心の発光機構の研
究を行なっている。
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を明らかにしようとするものであり，各摩擦各件間の換算則を見い出すための研究である。単
純な引っ掻きと，多数点による引っ掻きとの比較から，アブレシブ摩耗機構を明らかにする。
フェノール樹脂については，耐熱性を有すると考えられる新しい分子を設計中であり，その
合成法の確立と物性評価につなげたい。さらに，基礎研究としての反応機構の解明や溶液物性
の研究も継続する。
カリクスアレンの研究では，今年も引き続き，単分子膜に関するMainz大との共同研究が継
続される予定である。また，ｘ線構造解析についても共同研究がスタートしておりｌホスト分
子の構造と包接機能の詳しい知見をえたい。
今後はＫＣl単結晶に微量の不純物（ＡｇやＣｕその他)を含んだ場合の熱発光やエキソ電子ス
ペクトルの変化について調べる。
３．材料開発研究室設備品等の共同利用について
従来より工学部共通備品の走査電子顕微鏡（島津製作所製ＡＳＭ－ＳＸ……波長分散形及び
エネルギー分散形Ｘ線分析装置付）を共同利用設備として材料開発研究室が運用し，利用者の
便をはかってきた。専属峰のオペレーターがいるため，試料をお持ちいただくだけで，ＳＥＭ像
や組成分析が迅速に行える。
さらに今後は材料開発研究室の備品である以下の４機種について,利用希望者自身が操作し，
分析が可能なように利便をはかることになっている。
当研究室は新材料開発の中心としてさらに寄与することを考えている。
（１）超音波顕微鏡（オリンパス，ＶＨ－２）
（２）熱分析装置一式（ＤＳＣ，ＤＴＡ，ＴＧ……理学電機）
（３）フーリエ変換赤外分光光度計（日本分光，ＦＴ／ＩＲ－３，ＦＤＤ-202,ＭＣＴ－１）
（４）分析型走査電子顕微鏡(日本電子,ＪＳＭ－２５ＳＩＩｊ７イリツプスＥＤＡＸＰＶ９１００／
200付）
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